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　急ピッチで進む人口減少社会を迎えたまちづ
くりに真剣に取り組んでいる行政は勿論、生活
環境の劣化に立ち向かってまちづくり活動をし
ている人達、更には、彼らと協働している専門
家や学識経験者に、手元に置いておいて欲しい
本である。具体的な活動の中で疑念が生じたと
き、それを解くヒントを論理的に説明してくれ
る箇所が見つかるはずである。
　本書は、「まちづくり構造改革」というタイト
ルに、これまでの「まちづくり」の考え方を変
えるという意味と「まち」の構造を変えるとい
う二つの意味を込めている。まず一つ目の意味。
「町の経済の仕組みを変える」もっと正確に言え
ば、まち（地域）の「産業連関構造を変える」こ
とこそが自立ある持続可能な地域経済を作り上
げる基礎になるという信念に基づいて、その具体
的な「地域経済構造分析」のやり方を説明してい
る。地域経済構造分析とは、地域（まち）が、そ
の地域にある比較優位な資源を見出して、それを
有効に活用した財・サービスを生みだし、それ
を域外に移出することで地域内に資金を呼び込
み、その獲得したマネーを域内で循環させること
によって、域内での新たな需要と富の再配分が生
まれるといった「地域経済の循環システム」に基
本を置いた「持続可能な地域（まちの経済）」を
探求するためのアプローチとしている。持続可能
な地域経済とは、基本的に「自立できる経済シス

テムが継続していること」と定義する。直接的に
は「地域が自ら生活の糧を稼ぎ出すこと」であり、
「どこから」という観点に注目すると、一つは自
らが域外のマネーを獲得することであり、もう一
つは域内で所得（付加価値）を生みだすことにな
るとし、前者の域内に資金を呼び込む力が「移出
力」であり、後者の、域内にきた資金を循環させ
流出を防ぐ力を「循環性」としている。この概念
は、まちづくりを実践している当事者には、経済
の門外漢であったとしても、現場で感じている可
能性や違和感の根拠を論理的に説明してくれる。
リアルな活動を下敷きにして本書を読み解いて
いくと「まちの産業連関」という考え方が理解で
き、実践例の経済構造の循環図とその解説にも納
得できる。
　そして、二つ目の意味。筆者は、地域経済構
造分析でこれまでのまちづくりの考え方を変え
ることから進んで、分析した構造をベースにし
て、種々の地域構造変革のシミュレーションを
実施して、どのようなまちの経済の仕組み、つ
まり産業連関構造がその地域にとって望ましい
かを考えるという実践例を紹介している。ここ
で提案されている産業連関表やシミュレーショ
ンの手法は、個別の活動を如何に総合化してい
くかということが急務になっているまちづくり
において、地域住民や関係者と行政が地域経営
共同体を構築し、合意形成しながら戦略的に地
域経営を実践していく中で、多様な関係者の理
解を得やすい客観的な根拠として有効なツール
になって行くことを期待させる。
　本書で提示されている考え方や手法が、まち
づくり活動を検証して、パワーアップし、新た
な活動を創発していくことを願っている。
（ＮＰＯ法人まちづくり協会理事長　井上正良）
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